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論文内容要旨
緒言
 脊椎動物頭部の問題,いわゆるKopfprobiemはGoetheが頭蓋骨内に椎骨の存在を直感し,
 頭蓋脊椎由来説を唱えたことに始まると言われる。この問題に関しては20世紀前半に至るまで,
 比較解剖学,個体発生学および神経学の立場から膨大な研究が為され,Gegenbaur以来頭蓋に
 palingenetischesElementと。装nogenetlschesElementとを区別し,後者に椎
 骨様原基と分節神経の存在を考えるのが一般的であるが,そのほかは不明の点が多く今日の成書
 でも頭部の記述は羅列的になりがちである。筆者は頭部の構築(頭蓋骨,筋,血管および神経)
 にも,系統発生的必然性が存在し,これを追求することによって頭の形態が理論的に窮められる
 のではないかという考えから,成体でも胎生期の姿を最も忠実に保持しているといわれる軟骨魚
 類のサメを'選び,検索を試みた。
 材料および方法
 ホシザメ(Mustelusmanazo;δ65伽・♀60伽)を開腹して背側大動脈に10%フォ
 ルマリン溶液約50認を注入し,引き続き同液中に1週間,その後40%エタノール溶液中に約
 1年固定,保存したものを使用した。一匹の材料から可及的に詳細な知見を得るため水中に浸し
 て実体顕微鏡下で計画的に解剖を行ない,その都度写真に撮り大版の陰画紙に拡大擁付け,これ
 に解剖所見を刻明に記入した後更に解剖を進めるという方法をとった。
所 見
 サメの脊髄神経は第15分節に典型的形態をみることができる。第1分節脊髄神経を除けば,
 各神経は末梢に至るまで明瞭に前後両根の成分に分離される。今回の研究では従来記載を見ない
 多数の枝が発見されたが・便宜上これらは例えば次の様に表現した。
 15淵RξhDモ2(ap)榔一D誉4:州=第15分節脊髄神経,甚2;Vailoisのいう後枝(前
 枝ならばRmV)鎌5=神経の構成成分〔(a)は前根成分,(p)は後根成分)〕,矢4=神経の支配領域
 (略号は主に西の分類に基づく体幹筋の略号)
 1)第15分節脊髄神経(S15)では後枝から15RmD(ap)一L・15RmD(ap)一D1・
 15RmD(ap)一D2が起こり,それぞれ背側縦筋系を隔てる筋間中隔に沿って外側方に走行し
 皮下に達する。前枝からは15RmV(a)一L(RamusmediusGegenbau∫)・ユ5RmV(ap)
 一Va,15RmV(ap)一=Vb,15RmV(ap)一VbRおよび15RmV(a)一VbR(終枝)が起こる。
 後二者以外の枝はやはり腹側縦筋系を隔てる筋間中隔沿いに走行し皮下に達する。15RmV(ap)
 一VbRはSI・中隔の高さで終枝と別れ,筋Vb中を短区間走行して皮下に現われる。終枝は前根成
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 分だけから成り体腔沿いに腹側正中部まで走行する。
 2)ホシザメでは第1分節脊髄神経の頭側にspino-occipitaIeNervenFUrbringer
 のyおよびzが確認された。zRmD(p)は内側枝と外側枝に分かれ,前者は第1後頭神経と呼ば'
 れうる。yRmV(a),zRmV(a)は筋Subspinalis,Interbasalesを支配し,zR㎡V
 (a)は更に鱈寵後壁を回ってzRmV(a)一hypobranchialisとなり鯛下筋を支配する。
 3)その他の分節神経について特記すべき点は次の通りである。第1から第5の分節脊髄神経
 (SrS5)は鰍上部と鯛下部に分布する。これらの神経の前枝はzのそれと同様に,はなはだ
 長い走行を示し,鰐籠後壁を回って鯛下に至る。S†は例外的に前後両根が合して脊髄神経節を
 形成した後,前後両枝に分かれる。S5,S4およびS5には3-5RmV(a)一Mと鰭枝RmV-
 brachialisが存在する。第6一第14分節脊髄神弩(S6-S14)は全分節にわたって鰭枝6～
 14RmV-brachialisを所有するが,これらはS15の皮枝15RmV(ap)一VbRに酷似する。
 S6-SgにはS15にない6-9RmV(a)一Mが存在する。
 考察および結論
 1)第1から第14分節までの脊髄神経は部位により経過と分枝に差異を示すが,基本的には一
 般の胴分節における脊髄神経の典型的形態を具える第15分節のそれと異なるところがない。
 2)Valloisらのいう後枝(RmD)はその起始部および終枝の背側中隔に沿う走行と分布、態度か
 ら推して円口類のamphioxinenerveに類似する。しかもRmDはRmVに比べ去㌻寺の太さ
 を有するに過ぎず,更にこれより近位から3-gRmV(a)一Mが派生することを考慮すると,
 前枝と前後両根および脊髄神経節を合わせたものを幹神経(trunknerve)と呼び,他のすべて
 の枝をその側枝と見なす方が脊椎動物全般の脊髄神経との比較の上で利点が多いと思われる。
 3)皮枝はBmV(ap)一VbRを除けばすべてmyoco㎜ata内を走行し皮下に達する。鰐籠の皮
 膚にも1-2R血D(ap)一L,3-8RmV〈ap)一Va等の各枝が分布する。これはこの部の皮膚知覚が脊髄
 神経により司られることを意味しており,同部め韻i線神経支配であるというF置rbringerやbranchial
 nervesによる支配を唱えるG・odrichには同調できない。4)腿下部に存在する知覚枝2-5
 RmV(p)一hypobranchialisと運動枝2-4RmV(a)一hypobranchialisは表記のよ
 うに前後両根の成分が明瞭に区別され,且つ知覚枝は運動枝よりも表層に位置する。この関係は
 ヒトにおける頚神経叢の浅層部(頚神経皮枝)と深層部(この場合は舌下神経をも含む筋枝)の
 関係に類似する。5)本研究で確認されたspino-occipitaleNervenF醤rbringerのy
 とZを他の分節脊髄神経と比較すると,yは著しく形態を異にするが,Zの走行と末梢分布には
 S1とyとの中間の形態が認められ・この点でもspino-occipitaleNervenの分節脊髄神
 経への帰属性が窺える。
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 審査結・果の要旨
 著者田中の研究は,本来,Reichertにより卸めて指摘された,鳥類・哺乳類においても胎
 生期に鰯様構造が出現することに着目し,成体のサメにおいて鰐を中心とする頭部の解剖を行な
 い,漸次それを高等脊椎動物に友ぼし,結局ヒトに至る脊椎動物頭部の形態の比較解剖学的解明
 を意図したものである。しかし実際に研究が進められるに従い',従来脊椎動物頭部の形態に関し
 て行なわれた研究の大半が,いわゆるKopfprob}emの中心課題である頭部における体節の存
 在と脳神経および頭蓋近接脊髄神経の主幹部の追求に終始し,それ以外の点では遺漏が多いこと
 にきずき,あらためて原点に立ち返り,サメを用いて頭部のみならず前緒を含む隣接胴部を徹底
 的に解剖精査することになった。そこで著者は同一個体から最大限に詳細な所見を収集するため,
 フォルマリン固定,エタノール保存後の材料を水中に浸して実体顕微鏡下で精細に解剖し,逐次
 写真に撮り,これを大版の印画紙に拡大焼付け,刻明に所見を記録した後,更に解剖を進めると
 いう手法を選んだ。この方法は多大の時間を要し,ために個体差を明らかにする必要を熟知しつ
 つも,多数例から同様に詳細な所見を集積することは実際上不可能であった。しかし著者も強調
 するように,希少動物を解剖する場合が少なくない比較解剖学研究においてこの方法は絶対不可
 欠であるばかりでなく,これを行なわなければ個々の形象相互間の真の形態学的必然性は正しく
 解明できないと言っても過言ではない。
 かくして著者は,spino-occipita1eNervenおよび第1から第17体節に至る脊髄神
 経の構成,経過,分布を末梢領域まで正確に記載した。その多く,就中末梢部におけるこれら神
 経の経過と分布はこの研究によって初めて明らかにされたものである。その結果に基づいて著者
 は,従来r般に脊髄神経が前・後両枝に2分すると見なされていることに疑念を表明し,むしろ
 前枝と前・後両根および脊髄神経節を合わせたものを幹神経と呼び,他のすべての枝を側枝と見
 なす方が脊椎動物全般の脊髄神経との比較の上で利点が多いと述べている。この外著者は,鰐部
 の皮膚が従来唱えられたように側線神経やbranchialnervesからではなく,脊髄神経皮枝
 により支配されること,鯉下部に分布する脊髄神経の知覚枝は運動枝に比べ表層に位置し,この
 関係はヒトにおける頚神経叢皮枝と筋枝(舌下神経までを含め)の関係に極めて類似すること,
 末梢分布の形態から見てもspino-occipitaleNervenは分節脊髄神経に帰属せしめるの
 が妥当と考えられることなどの結論に達した。
 以上の成果は,それ自身として大きな価値を有する外,用いられた研究法と共にこの分野の今
 後の研究に資するところ多大であり,学位授与にふさわしいすぐれた研究と言うことができる。
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